
動力耕:転機及翠に依る水田耕転の諸問題

土犀功位;;ミ

Masanori TSUCHIYA Some Problems of Rice Field Ploughing With 'Japanese 

Garden Tra口torsand Japanese Plough CSuki)** 

(り緒 -=ト日

動力耕転機の性能試験は各地で行ばれて居るが，供試圃場の関係で，概ね1反歩以下の場合

が多く，十分主主る性能を発揮せしめ得ない嫌びがあった。著者は1機当り 3反歩を割当て

逼続耕転せしめて，各種性能を試験すると共に，馬耕に依る耕転と比較して，其の後1民生す

る諸問題を調査したのであるが，何分資料に乏しく，いやれも今後更に繰り返して実験すべ

き問題であるが，一応今年度の成積を発表して，諸氏の御叱正を得たいι思うものであるo
猶稲の生育並に牧量は作物研究室の竹島助教授が調査されたもので，雑草の生育量，地温等

は農専三年生若松正夫君に主に調査して頂いたものであり，共<D1也関係研究室教官の御指

導を願った点，記して感謝の意を表するものである。

(2) 動力耕転機性能試験

1.日程 4月26日予備蓮韓 日機i反歩〕

4月27臼性能表験 (1機3反歩〕

4月28日 電動機に依る試験 (1機約3畝歩)

2.試験方法

圃場は山大農学部の水田を使用し，第1図の如く割当を行った。堆肥はさ日前に反当250貫

撒布した。
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第 1図供試圃 場

予二予備主主軸 電=電動機に依る試験 ⑧=古川式2枚目

者農学部農業工学研究室 The L&boratory of Agricult山 alE時 ineering，Facu1ty of Agriculture. 
計千Contributionsfrom the Laboratcry of Agri. Engine.， Faculty of AgricnJture， Yamagata 
ruivcrsity. No. 5. (September， 1凶り
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土壌は砂質壌土で， 第1表に淘汰分析に依る組成を示す。水分含有量は，第1図の符号の場

所より，地表下10cmの資料を採取し，測定したもので， 第2表に示ナ。

第 1表 土E震の組成 C%) 盟主 2表 水分含有量 C%)
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{イ) 性能試験

1機毎に5名の測定員を置き，全般的に専門的立場から， 関係研究室の各教官及び山形牒

庁主任技師が立合い，それぞれ調査項目を分担して行ったもので，耕深は特に12cm(4寸)

を基準とした。

(吋 電動機に依る試験

発動機の代りに， 5H"Pの電動機1台使用し， 第2図に示す如く ，1機毎重量物を加減し，減

速比を変え，前日行った性能試験と出来る丈条件を同じにして試験を行った。

Qカ 試験用器具

回轄計

ス トγプウオ γチ

交流電流計(30A)

交流電圧計(~.50V.)

三相積算電力計(30A)

耕幅排深刻j定器

2.試験結成

貴志 2 図

O 
H 

10 

1 

1 

1 

D 

電動:機に依る試験

三相誘導電動機(.'iRP)

JIi北電気製作所

1 

V=200 A=14.3 

共の{也

G4型
r.p.m=1430 

試験に供した動力耕転機の主要諸元を第3表に，性能試験の結果を第4表に， 電動機に依

る試験の結果を第5表に夫k示す。
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動力おt転機及型に依る水田耕伝の諮問題一一土屋

第 3表主要諸元

長瓦¥堅竺 1 三 恵号|グポ P式|秋 山 式 |古 川 式 |鹿繍式
製 造 所 佐藤製作所 久保田鉄工所 秋山農機製作所古川農機製作所 鹿韻製作所

耕

京云
Z塑 式 グラ y グ式 ロー タり式 グラ y グ式 見グ Hユー式 グラング式 / 

弘、

機
遂行 装置 無限軌道型 事 輪 型 無限軌道製 無限軌道型 無根軌道型

停 導装置 チェーン 2本 Vベルト 3本 チェーン 3本 チエ~:y 1本 |チェーン 3本
発 :銘柄公称馬力 ゴコグ 4H.P ユユーパワーl4H.P ライ ト 5HP 6H.P カルイ 3H.P 
動 ;

機 |公称四時数 1500 6iiO 700 1800 650 

機
全長 (c皿〉 170 215 206 228 200 

体
全幅 (c皿〉 78 80 89 86 69.7 

寸
法
金高 (cm) 85 95 67 87 75.8 

主同 I 機体〈のKgう弘〉 221 195 310 260 280 

量 l|発動C機Kg共〉 283 ;J50 439 353 415 

五瓦~I 三恵号 ! グポタ式 |秋山式|古 川 式 | 医溺式
耕転面積 I3 反 歩 I3 反歩 I3 反歩 I3 反歩 I. 3 
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山形大学記要 C農 学〉第一 J~，・

2存5表 電動機iて依る 試験成績

ドJU| グ ポタ式 l 日三~-)1 1 式 | 鹿瀬式
総重量時L一一一一 313 L----43'1_， ，_1 346 404 

耕闘積竺 I 制 1 264 L竺 264 

腕践的 ー J竺-j m J 36 l 

童書 深 cmI . I 11.8 13.7 12.3 

耕幅 cml 品 ! 872 1 75 i 

定|無負荷 日OA 1 b 2A1 2・9A 1 5i A 
流 |歩行 1 1 4 1 2 1 V 
;負荷C最高)] ];}((1り J1.0(10)， i 2.::(うの 1 6.rc~)
-量一貫一荷一一一一|一一一一一一一|一一 面ヤ i-一 一一市2V I一一一寸言面ーす一|一一 18:3V一
旦 l無負荷 |一一一一一_-1一一一三巴_1_ 200 212 202 

自主竺里|一一_12~"0- 1ー竺i-Jf仁 1M
歩 |消費電力量 庁、Q ') Q， <"")'7r. 主氏

当 KWh[ ." ・ ν i υv

所要動力KWI 2.;'3 2.:H 2.81 

註 ]. 第4表の土粒の大さは， 手形伝後2m平方の枠を使用し， 枠内の土塊の直径と数を調べ

たものである。

註 2.第5表の所要動力ば，使用した電動機の出力が不足の震，4.5寸以上の耕深になると

回輔が止るとともあり電流は定格14Aを越えて， 20A以上にも変動する朕態で，あった

ので，効率を0.7位に堆定して 消費電力量より 計算したものである。蹟瀬式は除外し

た。

以上の結果より主主主る事項をま とめると，現在使用されて居る動力耕転機は，中庸なる土

壌で』寸耕深の場合，ラたの様に去えると，思ふ。

耕転時間(反当) 1-1.5時間

燃料消費量(反当) 2-31 

所要動力 2.3KW (3H.P)以上

但し耕深の増加と耕転万の回時数の増加に応じて，所要動力は念激に増大する様である

が，此の点に就いては，他日更に実験を行ふ考へである。

(3) 耕転後の諸問題

今年度の水田作業の概要を次にかLげる。

4月3日-3)8 馬耕

4月 26 日 ~28 日 動力耕転機

5月1日 石茨撒布

5弓3日~ 砕ごと，切替し

5月1:2日 金肥撒布

5月15日 濯7]'(

5月 16 日 ~18 日 代掻

5月19日 首引

92 

5月20日~田植

6月6日~一番除草

6月 1日~二番除草

7月13日 止草終り

7月31日迫肥

8月30日~稲刈

... 
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動力主IF伝機却に依る水間耕伝7J諸問題一一土屋

庄内地方で田植までに行う作業は普通荒起し・砕土・切替し・潅水。荒掻・代掻・防草

機・型付でるが，之の作業内容を変へた場合，田植後ど、んた影響を及ずかを調べる痛に，弐

の区分に従って試験を行った。(第1図参照、)

(1)区 間(3)ゆ)耕転機・切替えし・濯水・荒掻・代掻・防車機・型付

(2)区 (5)(6) (7)(8) 耕転機・切替し・‘濯水・防草機・型付

G)区 (9)伽 馬耕・砕土・却替し・濯水・;荒掻・代接・防草機・型付
ぐi) 閏植までの反当所要労力

(1)区 (l時間).. (3時間〕・( ).. (l時20分)・(40分J・(20分J・( )-…..6時20分

(2)区 (1時間〉・ (3時間)・( )・ (40分) 一........…・・…・一一一H ・H ・.....4時40分

(3)区 (-1時間〉・ (40分〕・0時間)・( )・(l時20分)eぐ40分)・ (20分〉・( ) 
・・・・・10時間

註 (2) 区は隼に依る切替へしを除いて， 1時-10分で行う予定でるったが今年度は実施出 ，

来なかった。

CiiJ 田植作業

(i)で連べた様tc，(2)区は所謂代掻をせデに，濯水後防草機を2回掛けて田植したのでる

るが，全般的に見て，大体砕土されて居り， 0)区に比して殆んど困難を感じたかった位で

新 しい方法として注目して良いもむと思はれる。

防草機と云うりは，他の地方にはあまり普及して訟いが，目的は代掻を早めに柊り，岡植直

前に生え掛った雑草を泥む中に埋めて，田植後の雑草の生育を少くする震のものである。

然し主に型付の震の整地に使

用されて居るが， 一回掛ける

のに反当2G分で格了し，耕転
機と組合せた作業では，梓土

も十分に， 有効でるった。

ぐiii) 雑草の生育

第 1図に於て，，5)(6)(7)(8)帥
区白真中辺で， 1m平方の枠内

に生育した雑草を採取し， 7]( 

を切った後1日間陰乾を行い，

秤量した成積を第6表に示ナ。

イ旦し7月1l日の結果は，止草

直前のーものである。 第 3図防掌機

第 6表 雑草の生育量

(5) (6) (7) (8) 
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山形大学紀要 Cぷ学〉第一号

総量g I-- - --:~__. _I 40 61 1_ ω | ω 
コナ ギ 21コナギ lI!lコづ干 41コナ キ 山Ji::1子育 14

7・201 イ買 ノヒ ゲ 21イヌノヒ ゲ 71ミズハコベ ;'8! ，ズ山吉 ベ 41ミズノ、コベ 4 
内訳 本 |ヒルムシロ ヰミズρ コベ !Iハコベ ~ ~i イ ヌ ノ ピゲ]21イヌノヒ ゲ 孟
| 、コベ 4jカヤツリグサ 11マツバ牛 iOi カヤツザ グサ 7

--~-- カヤツ リグヲT71 1 

川崎 量gI 112 170 280 185 153 

(2)区と(3)区，従って代掻をしない所と，した所の相違でるるが，人力用中耕除草機に長る除

草作業は， (2)区の方が，時間的には大差ないが， 若干抵抗が大きく感じられた。又良く昨土

(されて居る所程除草効果が大きく ，雑草の生育童は少い傾向が認められる。

iv) 水温並に地温

館 1図の(5)(6) (7)(8)制区の中史部に，曲管地中温度計を地表下lOcmの深さに ~~込み，午前

11時に於ける水温並に地温をi11l1定 したのが第4図である。

7 月

第4図 *温(J:線〉立主にt也溜(下線〕

5用=3日間 6月=2:{日間.(1 1 .1 6 .19. ヨO.2:L~7 .~9.3 0.31欠) 7月=28日間 (4.8.26欠〉

8月=32日間 (13.a 18.20.22.:':';'. ~n . 3(l.Jl 欠〉 日月=，日間(1.欠〉

第4図より，午前1]時に於ける各月の地温の積算温度を求めると第7表の如く友る。

第 7表 午前11時の地湿の積算湿度 (OC日〉 水温に依る地Z¥llの変化は， 6月末ま

5}j n }j 1 7~ 一一!一一ー では敏感に現れて居るが， 7月8月5月 日月 7月 8月 9月

I一一一一十 にたるとあまり影響されない様で
同三悪 ， 72.0 '18:>.(; I G88.8 I 542.3 I 161.5 
一一一一一一」一一I-~二二I '''N.ーし |一一一一 ある。水温繰の切れて居る箇所は

竺ど竺三i-fUf丸一側51 郎 8I 162.6 排水期間でるるが，その時の地温
(7)秋 山 I72.4 I 490.3 I 693.9 I 546.0 I 159.8 棋が別に大きい変化を示さない事
志瓦一品円;61 493.4 r6~; ~;;- 1一五日 161.1 よりも，上の事が推察出来るが，

一一一一一」一一1-一 一一←一一←l一一一一ーl一 一一 之は6月頃までは，いヂれの方法で
帥馬耕 (174.9)1 6ut3.6 525.6 156.2 

耕転整地を行ったに しても，7kが
lOcmの深さまで流通可能に， 耕器時0影響が，土壌む構造に残って居る震で，7月頃に友れ

ば，段守二k壌が締って来て，水む影響もlucmCD深さまでは，直接に及ばないf伏態になって

居る震ではたいかと考え られる。
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動力耕E云機型に依る7k問耕伝の諮問題 一土屋

此の調査は p~ ヌリ式，クランク式，スグリコ{式，医耕に依って耕起された土壌は，

夫 k異った構造を持って居る事になり，それ等の構造の相遣に依って， 10cm深さ白地温に

差遣が現れるかどうかを，確めたものであるが，耕転機区にあっては，全く先遣を認めら

れや，僅に馬耕区が平均 lOC位1Jt目になって居るが，之も耕転機区より少しく離れて居る

影響も考えられる故，概観的に各区の地f1i!は，大差がないものと見るべきであろう。

(示) 揺の生育盆に牧量

田植は古数を一定にせ1'，~~.)本位づ L 杭えたもので，田植後の管理は各区共同議である。

牧量調査は，1区毎2坪θ坪刈の結果で，反当牧量の換算は，柿崎洋一氏の表に依ったもので

ある。猶生育調査は次の様に行った。

第1田 町月25日

第2回 7月10日

第3回 8月29日(牧獲前)

第8表に以上白結果をまとめて示す。

第 8表稲の生育並に牧主主成績〈尾花沢1-号〉

区分iiiltriotiJ211412

2.4 552 

l反当攻量
1升重 i
j 石

230 3.06 

(2)区は(じで述べた援に，田植までの作業をかなり，簡略にした所であるが，結果から見て

牧量は殆んど大差主主く，他の区に於ては，倒伏した所もるったが， (2)区には殆んど、見られ

十，非常に丈夫に生育したのが見られた。然し全区とも，耕転機で耕起した後整で切替えし

(反車専〉を行って居るので，動力耕転機でのみ耕転した成積は得られたかったが，著者が庄

内各地D耕転機所有者から聞いた所でも，機械耕の結果は決して減牧にはならないと云ラ

経験が多く，従って非常に多忙な田植までの作業も，今後の研究に依って，かなり簡略化

93 
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する事も出来る見込は，十分にあるものと思われる。

(4)摘要

1)現在使用されて居る動力耕転機で 1機当り3反歩を耕転せしめた所，女の結果を得た。

耕転時間(反当) l~1. r時間

燃料消費量 (反当) 2~31 

所要動力 2.'oKW  (3H.P)以上

~)田植までの作業内容を変え て， (l)区6時間20分， (2)区4時間40分， (3)区10時間で，試験し

た結果，弐の事柄が分った。

(a) 田植作業は，(L)区の場合，いくらか困難を感じた所もあるが，大差なく行われた。

(b) 雑草の生育は，良く砕土されて居る所程，少い傾向が認められた。 とれは土壌がと

なれて居る程，中耕除草作業が良く行われる震と見られる。

ぐの耕転整地作業θ相遣に依って，土壌の構造が異ってる場合， 10cm深さの地温に)Z:: 

遣があるかどうかは，明らかで、泣かった。

(d) J段量は各区共大差がない。 (2)区の場合は返って，稲が丈夫に生育して居り，他の

区に見られた倒伏も，殆んど認められなかった。

従って非常に多忙な田植までむ作業内容は，更に簡略になし得る事が考えられる。

J) 川 崎 南

~)難波得三

め笠原安夫

4) 溢谷革己起

5) 森 周プミ

会考文献

農業審査検査

水田の滋度変化に就いて C日・作・犯・ 2巻2号〉

本釘i雑草の種類及地理的分布の研究 C農学研究 37を 15つ
作付様式と確率とに関ナる研究 (J.l.!形益事研究報告 1号〉

動カ耕転機の新しい使用法 〈機械化農業 ~4 -. 11 ， 昭 ~4)

Summary 

1) The results ;ob七ainedfγom the ploughing tesも of Japanese garden tractors 

cOlltinuously ope1'ated in the 1'ice iield of 3 tans (: -1 tan干 10a1'es) for each， areas 
follows: P10ughing 'time (pe1'， tan) 1-1.ろhou1's

Fue1 consumption (per tall) 2 -3 1 

Power required above 2.3Kw (3Hp) 

2) Before the transp1anting of ricムthefie1d works were planed withもh1'ee
sections， section 1..' tractor ploughing(t) -p1ough(Suki)印ming(p) -irrigation (i)ー1st

harrowing (1. h) --，2nd harrowing (2. h) --weedering rolIer (w) total 6十hours，section 
2..(t)一(p)一(i)一(w) tota1 4{-%ours， section 3.. Suki p10ughing -harrowing -'-(P)一

(i)一(1.均一(2.h)-(w) total 10 hours.' The resuJts of those experiments are:ー

(a) The transplanting of rice was smoothly proceeded in a11 sections excepむsome

parts of section 2. 

(b) A telldency ill growing of weeds more litt1e in section 3 than section 2 was shown. 

(c) Differen巴eof soi1 temperature at 10 cm depth is not so clear， in spite of the 
constraction of soil ciiffer from each 0もher.

(d) Yields of rice are almost equall in all sections， yet the rice plants in section 
2 are sもrongerthan 0七her.

According' above melltioned experiments， the writer cam巴 tothe cOllclusion that we 

call more simplify the busy works before transplanting of rice. 
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